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国 語

単 位 数 ２ 単 位

「 国 語 表 現 Ⅱ 」

学 科 ・ 学 年 ・ 学 級

１ 学 習 の 到 達 目 標 等

１ 伝 え 合 い 、 わ か り 合 う た め の 表 現 活 動 を 中 心 に 、 生 徒 の 自 己 確 立 に 向 け て の 主 体 的 な 生 き る 力 の

学 習 の 到 達 目 標 育 成 を め ざ す 。

２ 達 成 感 の あ る 総 合 的 な 言 語 活 動 を 通 し て 、 問 題 提 起 ・ 問 題 解 決 の 力 の 育 成 を め ざ す 。

３ 地 球 規 模 の 相 互 理 解 を 視 野 に 、 自 ら の 社 会 ・ 文 化 へ 積 極 的 に か か わ る 力 の 育 成 を め ざ す 。

使 用 教 科 書 ・ 副 教 材 等 『 008 国 語 表 現 Ⅱ 改 訂 版 』（ 三 省 堂 ）

２ 学 習 計 画 及 び 評 価 方 法 等

( 1 ) 学 習 計 画 等

備 考 （ 学 習 活 動 の

学 特 記 事 項 、 他 教 科 ・

学 習 内 容 月 活 動 の ね ら い 総 合 的 な 学 習 の 時 間

期 ・ 特 別 活 動 と の 関 連 ）

第 一 身 近 な テ ー マ で 書 く ４ ・ 身 近 な テ ー マ で 書 く こ と を 通 し て 、 自 分 の 考 え を 明 確 ・ グ ル ー プ で 下 書 き

１ １ テ ー マ を 考 え る に し 、 他 者 に わ か る よ う に 書 く 態 度 を 身 に つ け る 。 を 読 み 合 い 、 意 見 交

学 ２ 構 想 メ モ を 作 る ・ 文 章 を 書 く た め の 身 近 な テ ー マ を 見 つ け る 。 換 し な が ら 、 よ り よ

期 ３ 構 成 を 考 え る ・ 文 章 の 構 想 メ モ を 作 り 、 構 想 を 組 み 立 て る 。 い 文 章 に 仕 上 げ る 。

４ 文 章 に ま と め る ・ 構 想 を も と に 、 文 章 に ま と め る 。

５ ア ド バ イ ス を 受 け 、 推 敲 す る ・ 他 の 人 の ア ド バ イ ス を 受 け 、 推 敲 す る 。

◆ 表 現 の 輪 を ひ ろ げ る ３ ５ ・ 伝 え た い こ と が 正 確 に 伝 わ ら な い 文 章 の 問 題 を 見 極

悪 文 治 療 法 め 、 適 切 な 「 治 療 」 ＝ 推 敲 を す る 。

○ 表 現 の 翼 １ ・ 事 実 と 意 見 の 違 い を 明 確 に し 、 自 分 の 表 現 に 責 任 を 持

表 現 の 責 任 － 事 実 と 意 見 つ 態 度 を 学 ぶ 。

二 「 対 話 」 か ら 文 章 へ ６ ・ 考 え て い る こ と を 振 り 返 り 、 人 に 伝 え る 文 章 を 書 く 。 ・ 自 分 の 心 の 中 に あ

１ テ ー マ の 決 定 と 「 動 機 メ モ 」 ・ テ ー マ を 自 分 の も の と し て と ら え る 。 る モ ヤ モ ヤ を 自 分 で

の 作 成 ・ イ ン タ ビ ュ ー や ク ラ ス で の 話 し 合 い を 通 し て 、 動 機 メ 探 し 出 し 、 つ か み 取

２ 「 対 話 」 と そ の 報 告 モ や 下 書 き を 作 る 。 っ て 、 他 人 に 示 す と

３ 下 書 き を め ぐ る 話 し 合 い ・ 他 者 と の や り と り を 十 分 取 り 入 れ た 上 で 、 動 機 ・ イ ン い う 練 習 を す る 。

４ 文 章 の 完 成 と 提 出 タ ビ ュ ー ・ 結 論 の 流 れ に 一 貫 性 の あ る 文 章 を 書 く 。

○ 表 現 の 翼 ２ ７ ・ 自 分 の 「 考 え て い る こ と 」 を 把 握 す る 思 考 の プ ロ セ ス

伝 え 合 う 思 考 と 表 現 の た め に と 、 そ れ を 相 手 に 伝 え る た め の 表 現 の プ ロ セ ス の 枠 組 み

に つ い て 考 え る 。

【 課 題 ・ 提 出 物 等 】

・ い ず れ も 活 動 プ ロ セ ス を 記 入 し た 「 表 現 ノ ー ト 」 や 課 題 シ ー ト の 提 出 。

一 、 身 近 な テ ー マ に つ い て 書 い た 文 章 の 提 出 。

二 、 考 え て い る こ と に つ い て 書 い た 文 章 の 提 出 。

【 第 １ 学 期 の 評 価 方 法 】

① 観 察 記 録 、 作 成 資 料 （ メ モ カ ー ド 、 コ メ ン ト カ ー ド ）、 提 出 課 題 、 相 互 評 価 、 自 己 評 価 等 を 総 合 し て 評 価 し 、 １ ０ 段 階

に 評 定 し ま す 。

② 学 期 全 体 の 評 価 は 、 提 出 物 ５ ０ ％ 、 学 習 へ の 参 加 の 姿 勢 や 態 度 ３ ０ ％ 、 小 テ ス ト ２ ０ ％ の 割 合 で 評 価 し ま す 。「 関 心 ・

意 欲 ・ 態 度 」「 話 す ・ 聞 く 」「 書 く 」「 知 識 ・ 理 解 」 の 観 点 で 評 価 し た 第 １ 学 期 、 第 ２ 学 期 、 第 ３ 学 期 そ れ ぞ れ の 成 績 を 総

合 し 、 年 間 の 学 習 成 績 と し て １ ～ ５ 段 階 で 評 定 し ま す 。

第 三 取 材 か ら 発 表 へ ９ ・ 自 分 の 問 題 と し て 考 え ら れ る こ と を テ ー マ と し て 選 ・ 自 分 の 考 え を ま と

２ １ テ ー マ を 決 め る ぶ 。 め 、 ク ラ ス で 発 表 す

学 ２ 取 材 計 画 を 立 て る ・ 取 材 計 画 を 立 て 、 取 材 を 申 し 込 む 手 紙 や 葉 書 な ど を 書 る 。

期 ３ 取 材 を し て メ モ を 取 る く 。

４ 考 え を ま と め る ・ 取 材 メ モ や 取 材 を め ぐ っ て の ク ラ ス で の 話 し 合 い を 通

５ 発 表 す る じ て 、 考 え た こ と を 文 章 に ま と め る 。

・ ま と め た 文 章 を も と に 、 わ か り や す く 口 頭 発 表 し 、 他

の 人 に 伝 え る 。

○ 表 現 の 翼 ３
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プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 工 夫 10 ・ 口 頭 発 表 の 内 容 を 聞 き 手 に わ か り や す く 伝 え る た め の

－ わ か り や す い 口 頭 発 表 工 夫 と 方 法 を 学 ぶ 。

・ 発 表 資 料 （ レ ジ ュ メ ） の 利 用

・ 視 聴 覚 資 料 （ 機 器 ） の 利 用

・ 頂 角 資 料 （ 機 器 ） の 利 用

・ 話 し 方 の 工 夫

・ 表 情 ・ し ぐ さ ・ 姿 勢 ・ 態 度 に つ い て

◆ 表 現 の 輪 を ひ ろ げ る ２ ・ 論 理 的 で あ る と は ど う い う こ と か 考 え る 。

論 理 的 な 文 章 を 書 く ・ 情 報 を 正 確 に 読 み と っ た り 、 活 用 し た り す る 方 法 （ メ

デ ィ ア リ テ ラ シ ー ） に つ い て 考 え る 。

・ 文 章 か ら 得 た 情 報 を も と に 、 自 分 の 考 え を 文 章 に に ま

と め る 。

・ 視 覚 資 料 の 分 析 方 法 を 理 解 し 、 自 分 の 意 見 を 持 つ 。

11 ・ 視 覚 資 料 を 利 用 し て レ ポ ー ト を ま と め る 。

・ 図 書 館 や イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 す る 。

四 体 験 か ら 物 語 へ － 「 創 作 」 ・ 出 来 事 や 自 分 自 身 を 客 観 的 に 見 つ め る こ と が 可 能 に な

る よ う な 語 り 手 の 設 定 を 工 夫 す る 。

立 て を 工 夫 す る 。

12 ・ 叙 述 や 表 現 を 工 夫 し て 物 語 を 執 筆 し 、 推 敲 す る 。

・ グ ル ー プ で 相 互 鑑 賞 す る 。

○ 表 現 の 翼 ４ ・ 法 律 の 条 文 か ら 、 難 解 な 語 句 を 抜 き 出 し 、 辞 書 な ど で

わ か り や す い 表 現 調 べ る 。

－ 「 子 ど も の 権 利 条 約 」 ・ 伝 え る 中 身 を 把 握 し た ら 、 相 手 に 伝 わ る よ う に わ か り

や す く い 文 章 に 書 き 換 え る 。

・ グ ル ー プ で 相 互 評 価 す る 。

【 課 題 ・ 提 出 物 等 】

・ い ず れ も 活 動 プ ロ セ ス を 記 入 し た 「 表 現 ノ ー ト 」 や 課 題 シ ー ト の 提 出 。

「 論 理 的 な 文 章 を 書 く 」 は 、 小 論 文 の 提 出 。

四 体 験 か ら 物 語 へ ー 「 創 作 」 は 、 執 筆 し た 物 語 の 提 出 。

【 第 ２ 学 期 の 評 価 方 法 】

① 観 察 記 録 、 作 成 資 料 （ メ モ カ ー ド 、 コ メ ン ト カ ー ド ）、 提 出 課 題 、 相 互 評 価 、 自 己 評 価 等 を 総 合 し て 評 価 し 、 １ ０ 段 階

に 評 定 し ま す 。

② 学 期 全 体 の 評 価 は 、 提 出 物 ５ ０ ％ 、 学 習 へ の 参 加 の 姿 勢 や 態 度 ３ ０ ％ 、 小 テ ス ト ２ ０ ％ の 割 合 で 評 価 し ま す 。「 関 心 ・

意 欲 ・ 態 度 」「 話 す ・ 聞 く 」「 書 く 」「 知 識 ・ 理 解 」 の 観 点 で 評 価 し た 第 １ 学 期 、 第 ２ 学 期 、 第 ３ 学 期 そ れ ぞ れ の 成 績 を 総

合 し 、 年 間 の 学 習 成 績 と し て １ ～ ５ 段 階 で 評 定 し ま す 。

第 五 「 自 分 」 の こ と を 伝 え る １ ・ 面 接 す る 側 の 立 場 に な っ て 質 問 を 考 え 、 質 問 シ ー ト を ・ 面 接 と い う 形 式 を

３ － 「 面 接 」 つ く る 。 通 じ て 、 自 分 の 考 え

学 ・ 質 問 事 項 に 対 す る 自 分 の 回 答 を 考 え 、 回 答 シ ー ト を つ や 意 見 、 自 分 を 適 切

期 く る 。 に 表 現 す る こ と に つ

・ 模 擬 面 接 を す る 。 い て 考 え る 。

・ 評 価 の ポ イ ン ト を 検 討 し 、 グ ル ー プ メ ン バ ー の 指 摘 や

意 見 を 聞 き 、 そ の 後 の 面 接 に 反 映 さ せ る 。

○ 表 現 の 翼 ５ ２ ・ 敬 語 に 関 す る こ と ば 遣 い を 中 心 に 、 相 手 に 配 慮 し た 表

こ と ば 遣 い ・ 敬 語 現 や 丁 寧 な 表 現 と は 何 か と い う こ と に つ い て 考 え る 。

表 現 マ ナ ー 集 ・ 電 話 や 手 紙 ・ は が き の 基 本 的 な 形 式 や 慣 習 を 学 び 、 初

電 話 の か け 方 、 手 紙 ・ は が き の め て 連 絡 を す る 人 や 目 上 の 人 に 対 す る 改 ま り 度 の 高 い 場

形 式 合 に も 、 適 切 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る た め の 土 台 を

作 る 。

【 課 題 ・ 提 出 物 等 】

・ い ず れ も 活 動 プ ロ セ ス を 記 入 し た 「 表 現 ノ ー ト 」 や 「 コ ピ ー 用 学 習 材 集 」 の 提 出 。

表 現 マ ナ ー 集 は 、 手 紙 や は が き の 提 出

【 第 ３ 学 期 の 評 価 方 法 】

① 観 察 記 録 、 作 成 資 料 （ メ モ カ ー ド 、 コ メ ン ト カ ー ド ）、 提 出 課 題 、 相 互 評 価 、 自 己 評 価 等 を 総 合 し て 評 価 し 、 １ ０ 段 階

に 評 定 し ま す 。

② 学 期 全 体 の 評 価 は 、 提 出 物 ５ ０ ％ 、 学 習 へ の 参 加 の 姿 勢 や 態 度 ３ ０ ％ 、 小 テ ス ト ２ ０ ％ の 割 合 で 評 価 し ま す 。「 関 心 ・

意 欲 ・ 態 度 」「 話 す ・ 聞 く 」「 書 く 」「 知 識 ・ 理 解 」 の 観 点 で 評 価 し た 第 １ 学 期 、 第 ２ 学 期 、 第 ３ 学 期 そ れ ぞ れ の 成 績 を 総

合 し 、 年 間 の 学 習 成 績 と し て １ ～ ５ 段 階 で 評 定 し ま す 。

【 年 間 の 学 習 状 況 の 評 価 方 法 】

ど ん な こ と ば の 力 が つ い た か 、 各 学 期 の 評 価 を ふ り 返 っ て み よ う 。
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確 か な 表 現 の 力 を ・ 考 え て い る こ と を 他 の 人 に 伝 え る た め に 、 自 分 の 中 に 「 な ぜ 」 と い う 問 い を 持 ち 、 対 象 と し て の 問 題 を

身 に つ け る た め の じ っ く り 観 察 し な が ら 、 そ れ を 様 々 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動 の 中 で 解 き 明 か し て い く 過 程 で 、 自 分 の こ

ア ド バ イ ス と ば を 体 得 し 、「 私 」 で な け れ ば 表 現 で き な い こ と を 目 指 そ う 。 他 者 と の 伝 え 合 い の 中 で 導 き 出 さ れ た 新

し い 「 私 」 へ の 変 容 こ そ が 、 あ な た の 心 と こ と ば を 生 き 生 き と さ せ る 表 現 活 動 で あ る 。

授 業 を 受 け る 際 に ・ 活 動 の 目 標 を 自 分 自 身 の 問 題 と し て と ら え た 上 で 正 面 か ら 向 き 合 い 、 教 室 の 仲 間 と と も に 話 し 合 い な が

守 っ て ほ し い 事 項 ら 、 そ の 目 標 を 達 成 し 、 問 題 を 解 決 し て い く と い う 姿 勢 を 大 切 に し て ほ し い 。

・ 自 ら の 社 会 ・ 文 化 へ の か か わ り を 通 し て 、 異 な る 状 況 化 に あ る 他 者 を 理 解 し 、 そ の 他 者 へ の 主 体 的 な 働

き か け に よ っ て 自 ら の 社 会 ・ 文 化 へ の 明 確 な 自 覚 と 問 題 意 識 を 持 っ て 欲 し い 。

( 2 ) 評 価 の 観 点 、 内 容 及 び 評 価 方 法

評 価 の 観 点 及 び 内 容 評 価 方 法

・ 自 分 の 考 え を 掘 り 起 こ し 、 自 分 の テ ー マ を 見 つ け よ う と し て い る か 。 ・ 学 習 活 動 へ の 参 加 姿 勢 。

関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 ・ 他 者 の こ と ば に 耳 を 傾 け 、 考 え を 理 解 し よ う と し て い る か 。 ・ 提 出 課 題 。

・ 他 者 の こ と ば を 受 け 止 め 、 自 分 の 考 え ・ 表 現 の 参 考 と し て い る か 。 ・ 自 己 内 省 を 言 語 化 し 、 他 者

の 表 現 を 受 容 す る な ど 、 自 己

と 他 者 の 間 で 表 現 活 動 が で き

て い る か 。

・ 自 分 の 考 え を 掘 り 起 こ し 、 話 の 筋 道 を 立 て て 、 こ と ば に し て 表 現 す る ・ グ ル ー プ 活 動 や 発 表 会 で の

こ と が で き る か 。 状 況 ・ 姿 勢 。

話 す ・ 聞 く 能 力 ・ 相 手 に 伝 わ り や す い こ と ば 遣 い 、 話 し の 組 み 立 て 、 話 し 方 な ど を し て ・ 提 出 課 題 。

い る か 。

・ 相 手 を 尊 重 し な が ら 、 相 手 の 文 脈 に 沿 っ て 聞 き 取 る こ と が で き た か 。

・ 音 声 表 現 を 豊 か に す る た め の 努 力 を し て い る 。

・ 自 分 の 設 定 し た テ ー マ の 内 容 を 豊 か に し た り 深 め た り す る た め に 、 ・ 書 く こ と に 至 る ま で の 内 省

適 切 な 方 法 で 材 料 収 集 が で き る か 。 や 姿 勢 。

書 く 能 力 ・ 自 己 内 省 と 他 者 と の 意 見 交 流 を 通 し て 、 自 分 の 考 え を 明 確 に し て 、 自 ・ 提 出 課 題 。

分 の こ と ば で 文 章 表 現 が で き る か 。

・ 目 的 や 場 に 応 じ て 、 相 手 に 伝 わ り や す い 語 句 を 使 っ て 、 適 切 な 構 成 の

文 章 表 現 が で き る か 。

・ 自 分 の 文 章 を 教 室 で の 相 互 評 価 の 中 で 検 討 し 直 し 、 説 得 力 を 高 め る 文

章 に す る こ と が で き る か 。

・ 他 者 の 書 い た 文 章 を 配 慮 し て 検 討 し 、 適 切 な ア ド バ イ ス を 伝 え る こ と

が で き る 。

・ 物 事 の 本 質 を 、 様 々 な 立 場 か ら 広 く 深 く と ら え る た め の 情 報 収 集 に 努 ・ 提 出 課 題 。

知 識 ・ 理 解 め て い る か 。 ・ グ ル ー プ 活 動 や 発 表 会 で の

・ わ か ら な い 語 句 を 調 べ 、 意 味 や 成 り 立 ち に つ い て 理 解 し 、 自 己 表 現 に 状 況 ・ 姿 勢 。

役 立 て て い る か 。

・ こ と ば 遣 い 、 敬 語 、 電 話 の か け 方 、 手 紙 や は が き な ど 、 相 手 と の 適 切

な 距 離 を 意 識 し た 、 礼 儀 に か な っ た 表 現 形 式 を 理 解 し よ う と し て い る

か 。

３ 担 当 者 か ら の メ ッ セ ー ジ

「 国 語 表 現 Ⅱ 」 で は 、 心 と か ら だ と こ と ば を 使 っ て 、 か け が え の な い 自 分 を 発 見 し て 「 私 」 に し か 表 現 で き な い こ と を 表 現

す る 。 自 己 内 省 と 他 者 と の 間 で の 表 現 活 動 の 往 復 を 通 じ て 、 他 者 と の 関 係 性 の 中 で 存 在 す る 強 固 で 柔 軟 な 自 分 を 発 見 し て ほ し

い 。 関 係 性 の 中 で の 表 現 や 相 互 理 解 は 、 異 質 な 他 者 や 文 化 ・ 社 会 を 排 除 す る の で は な く 、 共 感 と 尊 重 を 持 っ て 響 き 合 う こ と の

で き る 社 会 の 創 造 に つ な が る 。


